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長野高校（国際教養科）シラバス 

平成 31 年度 英語科 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

英語 英語理解 ２ 第２学年 
PROMINENCE English 

Communication Ⅱ 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

  英語理解の授業は、「話すこと」、「書くこと」、「聞くこと」、「読むこと」という４技能の力を身につける授業です。

そのため、聞いたり読んだりしたことを基に、情報や考えなどについて話したり書いたりする言語活動を行います。

授業では積極的に活動に参加しましょう。英語の語彙や文法については、実際のコミュニケーションでどのように使

われるかということを意識して学習することが大切です。常に「英語を使う」ことを意識して学習しましょう。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第２学年】履修科目：「英語理解」（２単位）及び「英語表現」（２単位）及び「異文化理解」（２単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

自分のこれまで
の経験、将来の夢

や希望などにつ
いて、前もって準
備し、メモを見な

がら具体例を添
えて短く説明す
ることができる。

身近なトピック
（趣味や将来の
夢や希望など）に

ついて幅広く意
見や情報の交換
をすることがで

きる。 

英語理解 

インタビ

ューテス
ト 

スピーチ 

英語表現 

スピーチ 

異文化理

解 

ロールプ
レイグ・イ

ンタビュ
ーテス
ト・スピー

チ・プレゼ
ン 

身近な話題に関して
説明をし、自分の意

見を、つなぎの語や
フレーズを活用し
て、まとまりのある

段落をひとつ書くこ
とができる。慣れ親
しんだ語や表現を用

いて、物事の手順を
筋道立てて書くこと
ができる。 

英語理解 

ライティ

ングテス
ト 

定期考査 

英語表現 

ライティ
ングテス

ト 

定期考査 

異文化理解 

ライティ
ング課題 

定期考査 

 

自然な速さで話さ
れる説明やアナウ

ンスを聞いて、大
切なポイントをつ
かみながら内容を

理解することがで
きる。はっきりと
話されれば、身近

なトピックについ
ての短いニュース
の要点を聞き取る

ことができる。 

英語理解 

リスニン

グテスト 

定期考査 

異文化理

解 

リスニン
グテスト 

定期考査 

300 語程度の
英文を、複雑な

ところは時間
をかけて読み、
全体の要旨を

理解し、大事な
点をもれなく
理解すること

ができる。やさ
しい英語で書
かれた物語を

読みきり、全体
の筋を理解す
ることができ

る。 

英語理解  

リーディ

ングテス
ト 

音読テス

ト 

定期考査 

異文化理

解 

リーディ
ングテス

ト 

定期考査 

 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心を

もち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとしているかを的確に評

価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「話す

こと」と「書くこと」の到達

目標を的確に評価できる方法

で実施。 

CAN-DO リストによる「聞く

こと」と「読むこと」の到達

目標を的確に評価できる方法

で実施。 

英語やその運用についての知

識を身に付けているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているかどうかを的

確に評価できる方法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動  

 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lsson1 

( 10 時間) 

多様な価値観や

文化的背景を持

った他者と関係

を築くために大

切な共感力につ

いて学び，コミ

ュニケーション

における共感力

の働きについて

考える。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・グループ内に

おいて、互いに協力

しながら会話を続け

る。 

・コミュニケーションに

おける共感力の働きに

ついて関心を持ち、積

極的に自分の考えを発

表する。 

・自分の考えを積極的

に話そうとしてい

る。 

・ペア・グループ内で

の言語活動を観察

する。 

・ワークシートの内容

を取組状況の判断

材料として活用す

る。 

「外国語表現の能力」 

・聞いたり読んだりし

たことに基づき、自

分の考えを話したり

書いたりする。 

・本文の内容に対する感

想や意見について伝え

合うことができる。 

・聞いたり読んだりし

たことに基づき、自

分の考えを分かり

やすく話したり書

いたりする。 

・既習の文法事項を正

しく使って英文を

書いている。 

・ライティングの課題

を評価する 

「外国語理解の能力」 

・聞いたり読んだりし

たことを理解してい

る。 

・本文の内容に関する質

問に英語で答えること

ができる。 

・聞いたり読んだりし

たことに関して理解

している。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・比較級を修飾する
far  

・現在完了進行形 

・教科書内で用いられて

表現を確認する。 

・教科書内で用いられ

て表現の使い方を

理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson2 

( 10 時間) 

廃線を再利用し

て建設された空

中公園（ハイラ

イン）について

学び，反対運動

があったにもか

かわらず，市民

の協力や賛同を

得て，困難を乗

り越え，完成に

至った過程につ

いて理解する。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・グループ内に
おいて、互いに協力
しながら会話を続け
る。 

・空中公園について関心
を持ち、空中公園が完
成する過程について自
分の考えを話すことが
できる。 

・ペア・ワークにおい
て、互いに協力しな
がら会話を続けて
いる。 

・ペア・グループ内で
の言語活動を観察
する。 

・ワークシートを取組
状況の判断材料と
して活用する。 

「外国語表現の能力」 

・聞いたり読んだりし
たことに基づき、自
分の考えを話したり
書いたりする。 

・空中公園が完成するに
至った過程について説
明することができる。 

・聞いたり読んだりし
たことを分かりや
すく話したり書い
たりしている。 

・既習の文法事項を正
しく使って，事物を
解説する文を正し
く書く。 

・ライティングの課題
を評価する。 

「外国語理解の能力」 

・聞いたり読んだりし
たことを理解してい
る。 

・本文の内容に関する質
問に英語で答えるこ
とができる。 

・聞いたり読んだりし
たことを理解してい
る。 

・定期テストの筆記テ
ストにおいて、内容理
解を問う出題により、
内容理解ができてい
るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・S + be 動詞+ C (C= 

whether, what な
どで始まる節) 

・関係副詞の非制限
用法 

・教科書内で用いられて
表現を確認する。 

・教科書内で用いられ
て表現の使い方を
理解している。 

・言語の使用場面と働
きを意識した定期
テストの筆記テス
トにおいて、知識が
身に付いているか
を判断する。 



 

 

 

 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson3 

( 10 時間) 

田邊氏の生き方

や，彼女が研究

対象としている

南極大陸の湖の

生態系について

知り，古代の地

球生命との関係

について学ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・グループ内に
おいて、互いに協力
しながら会話を続け
る。 

・古代の地球生命との関
係について関心を持
ち、積極的に理解し
ようとする。 

・ペア・ワークにおい
て、互いに協力しな
がら会話を続けて
いる。 

・ペア・グループ内で
の言語活動を観察
する。 

・ワークシートの内容
を取組状況の判断
材料として活用す
る。 

「外国語表現の能力」 

・聞いたり読んだりし
たことに基づき、自
分の考えを話したり
書いたりする。 

・ある人物に関する仮想
インタビューをするこ
とができる。 

・聞いたり、読んだり
したことを分かり
やすく話したり書
いたりしている。 

・積極的に自分の好み
について話したり，
既習の文法事項を
正しく使って書い
たりする。 

・ライティングの課題
を評価する。 

「外国語理解の能力」 

・聞いたり読んだりし
たことを理解する。 

・本文の内容に関する
質問に英語で答える
ことができる。 

・聞いたり読んだりし
たことを理解してい
る。 

・定期テストの筆記テ
ストにおいて、内容理
解を問う出題により、
内容理解ができてい
るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・S + be 動詞+ C (C= 

whether, what な
どで始まる節) 

・関係副詞の非制限
用法 

・教科書内で用いられて
いる表現を確認する。 

・教科書内で用いら
れている表現の使
い方を理解してい
る。 

・言語の使用場面と働
きを意識した定期
テストの筆記テス
トにおいて、知識が
身に付いているか
を判断する。 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson4 

( 10 時間) 

国際的に人気が

高まっている日

本の盆栽につい

て学び，盆栽の

国際化，多様化

について理解す

る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・グループ内に
おいて、互いに協力
しながら会話を続け
る。 

盆栽の国際化，多様化に
ついて関心を持ち、積極
的に理解しようとしてい
る。 

・ペア・ワークにおい
て、互いに協力しな
がら会話を続けて
いる。 

・ペア・グループ内で
の言語活動を観察
する。 

・ワークシートの内容
を取組状況の判断
材料として活用す
る。 

「外国語表現の能力」 

・聞いたり読んだこと
に基づき、自分の考
えを話したり書いた
りする。 

・盆栽の国際化、多様化
している理由について
説明することができる。 

・聞いたり読んだりし
たことに基づき、自
分の考えを分かり
やすく話したり書
いたりしている。 

・環境問題の例をあ
げ，具体的に説明し
ようとしている。 

・ライティングの課題
を評価する。 

「外国語理解の能力」 

・聞いたり読んだりし
たことを理解する。 

・本文の内容に関する質
問に英語で答えること
ができる。 

・聞いたり読んだりし
たことを理解してい
る。 

・定期テストの筆記テ
ストにおいて、内容理
解を問う出題により、
内容理解ができてい
るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・倒置 

・独立分詞構文 
 

・教科書内で用いられて
表現を確認する。 

・教科書内で用いら
れている表現の
使い方を理解して
いる。 

・言語の使用場面と働
きを意識した定期
テストの筆記テス
トにおいて、知識が
身に付いているか
を判断する。 



 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson5 

( 10 時間) 

クラゲの生態と

人間との関係性

について理解

し，クラゲに対

して知識と親近

感を深める。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・グループ内に

おいて、互いに協力

しながら会話を続け

る。 

・クラゲの生態と人間と

の関係性について関心

を持ち、積極的に英語

で意見交換している。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

・ペア・グループ内で

の言語活動を観察

する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・聞いたり読んだりし

たことに基づき、自

分の考えを話したり

書いたりする。 

・クラゲの生態と人間と

の関係性について説
明することができる。 

・聞いたり読んだりし

たことを分かりや

すく話したり書い

たりする。 

・既習の文法事項を正

しく使って英文を

書く。 

・ライティングの課題

を評価する 

「外国語理解の能力」 

・聞いたり読んだりし

たことを理解する。 

・本文の内容についての
質問に英語で答える
ことができる。 

・聞いたり読んだりし

たことを理解してい

る。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・No matter + what 

などで始まる節  

・完了不定詞 

・教科書内で用いられて

表現を確認する。 

・教科書内で用いられ

て表現の使い方を
理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson6 

( 10 時間) 

近藤麻理恵氏の

片づけの原則や

方法を理解し，

彼女の著書が世

界的なベストセ

ラーとなった理

由を考える。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・グループ内に

おいて、互いに協力

しながら会話を続け

る。 

・近藤麻理恵氏の片づけ

の原則や方法につい
て関心を持ち、積極
的に理解しようとして
いる。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

・ペア・グループ内で

の言語活動を観察

する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・聞いたり読んだこと

に基づき、話したり

書いたりする。 

・キーワードや写真を使
って再話（retelling）
することができる。 

・聞いたり読んだりし

たことに基づき、話

したり書いたりす

る。 

・既習の文法事項を使

って英文を話す。 

・ワークシートを提出

させて評価する 

「外国語理解の能力」 

・聞いたり読んだりし

たことを理解する。 

・本文の内容についての
質問に英語で答える
ことができる。 

・聞いたり読んだりし

たことを理解してい

る。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・未来進行形 

・習慣を表す would 

・教科書内で用いられて

表現を確認する。 

・教科書内で用いられ

て表現の使い方を

理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて判断す

る。 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 



 

Lesson7 

( 10 時間) 

マララ・ユスフ

ザ イ さ ん の

2014 年ノーベ

ル平和賞受賞ス

ピーチから，マ

ララさんの信念

や闘いについて

知り，教育の拡

充や貧困など世

界の問題につい

て考える。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・グループ内に

おいて、互いに協力

しながら会話を続け

る。 

・教育の拡充や貧困など

世界の問題について関

心を持ち，積極的に理

解しようとしている。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

・ペア・グループ内で

の言語活動を観察

する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・聞いたり読んだこと

に基づき、自分の考

えを話したり書いた

りする 

・ マララさんの信念や闘

いについて考えて書
き、発表することがで
きる。 

・聞いたり読んだりし

たことに基づき、自

分の考えを分かり

やすく話したり書

いたりする。 

・既習の文法事項を正

しく使って英文を

書く。 

・ワークシートを提出

させライティング

の課題を評価する。 

「外国語理解の能力」 

・聞いたり読んだりし

たことを理解する。 

・本文の内容に関する
質問に英語で答える
ことができる。 

・聞いたり読んだりし

たことを理解してい

る。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・S + V + O + C(C=

過去分詞)  

・前置詞＋関係代名
詞 

・教科書内で用いられて

表現を確認する。 

・教科書内で用いられ

て表現の使い方を

理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson8 

( 10 時間) 

『ムーミン』の

作者であるトー

ベ・ヤンソンの

生きた時代背景

を理解し，作品

に込められたメ

ッセージを登場

人物の言動から

考える 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・グループ内に

おいて、互いに協力

しながら会話を続け

る。 

・トーベ・ヤンソンの作

品に込められたメッセ

ージを理解しようとして

いる。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

・ペア・グループ内で

の言語活動を観察

する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・聞いたり読んだこと

に基づき、自分の考

えを話したり書いた

りする。 

・トーベ・ヤンソンの作

品に込められたメッセ

ージについてクラスで
発表することができ
る。 

・聞いたり読んだりし

たことに基づき、自

分の考えを分かり

やすく話したり書

いたりする。 

・パフォーマンステス
ト。 

・既習の文法事項を使

って英文を話す。 

 

「外国語理解の能力」 

・聞いたり読んだりし

たことを理解する。 

・本文の内容に関する
質問に英語で答える
ことができる。 

・聞いたり読んだりし

たことを理解してい

る。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・先行詞を含んだ関
係副詞  

・受け身の to 不定詞 

・教科書内で用いられて

表現を確認する。 

・「分詞構文」「S+ be 

動詞+C (C=that 

節)」「仮定法過去
完了」の使い方を
理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて判断す

る。 


